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◇募集内容　豊岡市市民憲章（案）についての意見
◇提出資格　市内在住、在勤、在学の方
◇提出期限　１１月２５日（火）必着　
◇提出様式　提出様式は特に指定していません。

総務課または各総合支所総務課にあ
る提出用紙（見本）を利用いただくか、
任意の様式に、意見、住所、氏名、
電話番号を記入してください。また、
様式（見本）は市ホームページからも
ダウンロードできます。

◇提出方法　件名を「市民憲章（案）意見」と記入
の上、直接または郵送、ファックス、

メールで総務課に提出してください。
◇留意事項①提出された意見は、住所、氏名、電

話番号を除いてすべて公開される可
能性があることを了承ください。

　　　　　②電話による意見の受付、個別回答は
できません。

《提出・問合せ》
総務課内「市民憲章等検討委員会」
事務局（〒６６８‐８６６６　豊岡市中央町２
番４号）�２３－１１１６　ＦＡＸ２４－２５７５

　　　　　　メールアドレス
　　　　　　soumu ＠ city.toyooka.lg.jp

﹇
前
文
﹈ 

　
わ
た
し
た
ち
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
悠
然
と
舞 

う
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
豊
岡
の
市
民
で
す
。 

　
恵
ま
れ
た
自
然
と
先
人
の
努
力
に
感
謝
し
、 

か
け
が
え
の
な
い
い
ま
を
大
切
に
生
き
、
幸 

せ
な
未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
、
こ
の
憲
章
を
さ 

だ
め
ま
す
。 

﹇
本
文
﹈ 

う
と
び
ま
す 

　
全
て
の
い
の
ち 

　
　
お
だ
や
か
に 

ろ
こ
び
ま
す 

　
し
ご
と
も
学
び
も 

　
　
い
き
い
き
と 

く
り
ま
す 

　
笑
顔
に
あ
い
さ
つ 

　
　
思
い
や
り 

な
え
ま
す 

　
心
と
か
ら
だ 

　
　
健
や
か
に 

ん
じ
ま
す 

　
夢
と
希
望
の 

　
　
明
る
い
ま
ち 
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　　　　　　意見を募集します！ 
豊岡市市民憲章（案）への　　　 
　　　　　　意見を募集します！ 
豊岡市市民憲章（案）への　　　 
　　　　　　意見を募集します！ 

～みんなで考えよう市民憲章～ 
　市では、現在、市民憲章等検討委員会で市民憲章の策定を進めています。
市民憲章は、皆さんのまちに対する誇りや愛着、一体感を高めるとともに、ま
ちづくりを進めていくうえで「道しるべ」となるものです。市民憲章をより良
いものとするため、素案に対する皆さんの意見を募集します。 

　前文は、市の特徴や制定の事情などを「まちの将来像」「環境・過去への感謝」「現在の生き方」「未
来へのつとめ」などにより表しています。
　本文は、「自分たちのまちをどのようなまちにしていきたいのか」「そのために自分たちが何をす
ればよいか」などを、「新しい豊岡市が目指すまちの実現にふさわしいもの」「市民みんなの誓い」
「市民みんなが実行できるもの」「分かりやすくて親しみがあり口ずさめるもの」を基本として、各
文の先頭に『とよおかし』の一文字を順に配置し、リズム感のある五七五調で、五か条の条文に表
しています。
『と』…人と自然が共生するまちづくり、安心して穏やかに暮らせるまちづくりの誓いを表しています。
『よ』…地域を元気にするまちづくり、活力を生むまちづくりの誓いを表しています。
　　　「しごと」には、「仕事」のほかに「地域活動」などの意味も込めています。
『お』…にぎわいと魅力を創るまちづくり、お互いを支え合うまちづくりの誓いを表しています。
　　　「おくり」には、「過ごす」のほかに「贈る」などの意味も込めています。
『か』…健やかで心豊かな人を育むまちづくりの誓いを表しています。
『し』…日々の人生を楽しむまち、幸せな未来のまちの姿を表しています。
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こ
れ
は
平
成　

年
度
に
策
定
し
た

１９

公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
に
基
づ

き
、
市
債
発
行
額
の
抑
制
や
過
去

に
高
金
利
で
借
り
入
れ
た
市
債
の

繰
上
償
還
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

市
民
１
人
当
た
り
の
市
債
残
高

は
約　

万
５
千
円
で
、
人
口
規
模

７４

等
が
類
似
し
た
他
市
に
比
べ
１
・

７
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
も
引
き
続
き
市
債
残
高
の
減
少

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、

平
成　

年
度
決
算
か
ら
「
健
全
化

１９

判
断
比
率
」
と
呼
ば
れ
る
４
つ
の

指
標
の
算
定
・
公
表
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
４
指
標
の
内
、

１
つ
で
も
国
の
定
め
る
基
準
を
超

え
る
と
早
期
健
全
化
団
体
と
な
り

ま
す
が
、
本
市
で
は
、
す
べ
て
の

指
標
で
国
が
定
め
る
基
準
を
下

回
っ
て
い
ま
す
。

　

市
の
公
営
企
業
に
は
、
水
道
事

業
・
下
水
道
事
業
・
農
業
共
済
事

業
が
あ
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、
豊
岡
・
城
崎
・

日
高
・
出
石
の
約
２
万
５
千
戸
、

７
万
１
千
人
に
給
水
を
行
っ
て
い

ま
す
。
決
算
は
、
３
９
４
６
万
円

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

※
竹
野
・
但
東
お
よ
び
豊
岡
・
日

高
・
出
石
の
一
部
約
６
千
戸
、

２
万
人
は
、
別
の
簡
易
水
道
事

業（
特
別
会
計
）と
し
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
は
、
約　

％
の
整

９８

備
が
完
了
し
、
供
用
開
始
戸
数
約

３
万
１
千
戸
、
人
口
８
万
９
千
人

と
な
り
ま
し
た
が
、
水
洗
化
率
は

約　

％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

８６
決
算
は
、
５
億
５
８
１
７
万
円
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
が
、
前
年
度

か
ら
の
繰
越
欠
損
金
が
あ
る
た
め
、

実
質
黒
字
は
１
億
２
５
７
０
万
円

に
な
り
ま
す
。

　

農
業
共
済
事
業
会
計
の
決
算
は
、

８
９
８
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。
共
済
金
の
支
払
額
は
、
家
畜

共
済
４
７
８
３
万
円
、
水
稲
共
済

３
１
１
万
円
な
ど
、
総
額
５
１
４

５
万
円
で
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
と
同
様
に
、

公
営
企
業
会
計
の
経
営
健
全
化
の

判
断
基
準
と
な
る
「
資
金
不
足
比

率
」
と
呼
ば
れ
る
指
標
の
算
定
・

公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
が
、

す
べ
て
の
会
計
で
国
が
定
め
る
基

準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

な
ど
市
独
自
で
収
入
す
る
自
主
財

源
が
全
体
の
約　

％
で
、
残
り
は

３７

地
方
交
付
税
な
ど
国
・
県
か
ら
の

収
入
や
借
入
金
に
頼
っ
て
い
る
た

め
、
国
の
制
度
改
革
の
動
き
に
大

き
く
影
響
さ
れ
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
福
祉
関
係
の
経
費

で
あ
る
民
生
費
が
最
も
多
く　

億
９３

３
３
３
２
万
円
、
こ
れ
に
借
入
金

返
済
に
あ
た
る
公
債
費
が　

億
２

７６

０
４
３
万
円
、
総
務
費
が　

億
８

７２

９
１
３
万
円
と
続
い
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
末
の
一
般
会
計
の

１９

市
債
残
高
は
６
７
０
億
５
１
８
６

万
円
と
な
り
、
平
成　

年
度
末
に

１８

比
べ
約
８
億
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
の
う
ち
、
市

税
は
１
０
７
億
２
７
９
万
円
で
、

全
体
の
約　

％
と
な
り
ま
し
た
。

２３

歳
入
の
う
ち
最
も
大
き
な
も
の
は

地
方
交
付
税
で
、
全
体
の
約　

％
３６

を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
借
金

で
あ
る
市
債
も　
５５

億
６
０
５
０
万
円

借
り
入
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
市
税

　

平
成　

年
度
決
算
は
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
合

１９

わ
せ
た
総
額
で
、
歳
入
７
７
９
億
５
４
７
８
万
円
、
歳
出
７
６
４
億

６
３
１
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
の
す
べ
て
の
会
計
を
合
わ
せ
た
市
債
残
高
（
借
入
金
残

高
）
は
、
１
４
９
８
億
２
７
７
０
万
円
と
な
り
、
市
民
１
人
当
た
り

約
１
６
６
万
４
千
円
に
上
っ
て
い
ま
す
。

《
問
合
せ
》
財
政
課
�　

－

９
０
1
４

２１

平
成　

年
度
決
算
の
あ
ら
ま
し

１９

一
般
会
計
の
決
算

公
営
企
業
会
計
の
決
算

平
成　

年
度
決
算
の
詳
細
は
、

１９

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

〈会計別決算額一覧〉
差引歳出歳入区分

６億４７９８万円４５２億２０２４万円４５８億６８２２万円一般会計
２億３７０５万円２５０億　　５１万円２５２億３７５６万円特別会計
１億４１９２万円９２億３８７６万円９３億８０６８万円事業勘定国民健康

保険事業 ７０２万円７１６４万円７８６６万円直診勘定
△５５０８万円８３億５８８５万円８３億　３７７万円老人保健医療事業
８３７７万円６１億９４０５万円６２億７７８２万円介護保険事業
６９０万円１億４９０１万円１億５５９１万円診療所事業
４５３６万円６２０万円５１５６万円墓地公園事業
１０６４万円９億５９９２万円９億７０５６万円簡易水道事業
△３４８万円２２０８万円１８６０万円宅地事業

６億　６６１万円６２億４２３９万円６８億４９００万円企業会計
３９４６万円１３億９８４３万円１４億３７８９万円水道事業

５億５８１７万円４６億５３６６万円５２億１１８３万円下水道事業
８９８万円１億９０３０万円１億９９２８万円農業共済事業

１４億９１６４万円７６４億６３１４万円７７９億５４７８万円合　計

歳入 ５０９，５５６円 

市民１人当たりの決算（一般会計） 

歳出 ５０２，３５８円 

※平成２０年３月31日の住民基本台帳人口（９０，０１６人） 
　に基づき計算しています。 

依
存
財
源
　
６３
％ 

自
主
財
源
　
３７
％ 

地方債（借入金） 
61,772円 

公債費（借入金返済） 
84,656円 

その他の経費 51,910円 

農林水産業費 16,972円 

衛生費 46,616円 

教育費 48,966円 

総務費 80,976円 

土木費 68,577円 

民生費（福祉関係） 
103,685円 

国県支出金 56,579円 

地方交付税 183,671円 

市　税 118,899円 

使用料その他市の独自収入 
58,771円 

基金等からの繰入金 8,688円 

その他国県からの収入 
21,176円 


